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ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
発
足
の

背
景
・
趣
旨

　

21
世
紀
も
20
年
を
過
ぎ
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
諸
分
野
で
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
ま
す
ま
す
進
展
す
る
な
か
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
紛
争
は
国
際
化
・
複
雑

化
・
専
門
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
連
す
る
裁
判
等
が
行
な
わ
れ
る

部
署
（
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
、
東
京

地
方
裁
判
所
知
的
財
産
権
部
、
商
事

部
、
倒
産
部
）
を
１
つ
の
庁
舎
に
集
約

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
訴
訟
等
の
拠
点
と

す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
２
０
２
２
年

10
月
、
各
部
署
が
東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
の
庁
舎
か
ら
新
し
く
建
て
ら
れ
た

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
の
庁
舎
へ
移
転

し
ま
し
た
。

　

こ
の
庁
舎
の
正
式
名
称
は
「
知
的
財

産
高
等
裁
判
所
・
東
京
地
方
裁
判
所
中

目
黒
庁
舎
」
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
裁
判
等
を
集
中
し
て
取
り
扱
う
部

署
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
示
す

た
め
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
」
と
い

う
通
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
設
置
の

狙
い
の
１
つ
に
は
、「
日
本
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
紛
争
を
専
門
に
扱
う
裁
判
所
が
存

在
す
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
自
体
を
国

内
外
、
特
に
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
他

国
と
比
較
し
て
、
民
事
司
法
制
度
に
関

す
る
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
（
そ
の

結
果
と
し
て
、
海
外
の
国
々
に
対
し
、

「
日
本
は
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な

う
の
に
適
し
た
環
境
の
国
で
あ
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
）
こ
と
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
で
は
、
知
的
財

産
高
等
裁
判
所
が
２
０
２
２
年
10
月
11

日
か
ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
知
的
財
産

権
部
お
よ
び
商
事
部
が
10
月
17
日
か

ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
倒
産
部
が
10
月

24
日
か
ら
、
順
次
業
務
を
開
始
し
て
い

ビジネスに関する訴訟などを専門に扱う裁判所、通称「ビジネス・コート」が東京
都目黒区に開設され、業務を開始しました。本稿では、ビジネス・コートの概要と、
ビジネス・コートでの活用が期待される「知財調停」について解説します。

川井　信之
川井総合法律事務所
弁護士・ニューヨーク州弁護士

ビジネス訴訟の専門裁判所
「ビジネス・コート」とは

どういうものか

ビジネス・コート外観
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ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
の
特
徴
と

取
り
扱
わ
れ
る
事
件

⑴
　
特
徴

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
の
特
徴
と
し

て
、
裁
判
所
は
「
専
門
性
」「
迅
速
性
・

司
法
ア
ク
セ
ス
の
容
易
性
」「
国
際
性
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

⃝

専
門
性

　

知
的
財
産
・
商
事
・
倒
産
と
い
っ

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て

の
知
見
の
蓄
積
・
相
互
共
有
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

⃝

迅
速
性
・
司
法
ア
ク
セ
ス
の
容
易
性

　

特
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
積
極
的
に
導

入
し
、
期
日
の
ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
出

席
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
が
裁
判

所
の
な
か
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
大
き
く

推
進
す
る
先
導
役
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝
国
際
性

　

主
に
知
的
財
産
権
の
部
署
が
中
心
と

な
っ
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
国
際

会
議
の
開
催
や
出
席
に
関
与
し
て
い
く

こ
と
で
、
存
在
を
国
際
的
に
も
ア
ピ
ー

ル
し
、
海
外
の
知
見
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
　
主
な
取
扱
い
事
件

　

前
述
し
た
と
お
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ー
ト
」
に
移
さ
れ
た
部
署
は
、
知
的

財
産
高
等
裁
判
所
、
な
ら
び
に
東
京
地

方
裁
判
所
の
知
的
財
産
権
部
、
商
事

部
、
倒
産
部
の
４
つ
で
す
（
図
表
１
）。

　

こ
の
う
ち
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所

と
東
京
地
方
裁
判
所
の
知
的
財
産
権
部

（
民
事
第
29
部
・
第
40
部
・
第
46
部
・

第
47
部
）
は
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る

紛
争
、
具
体
的
に
は
、
特
許
、
意
匠
、

実
用
新
案
、
商
標
、
著
作
権
、
不
正
競

争
防
止
法
関
連
等
の
紛
争
を
取
り
扱
う

部
署
で
す
。

　

ま
た
、
商
事
部
（
民
事
第
８
部
）

は
、
商
事
事
件
に
関
す
る
紛
争
事
件
、

す
な
わ
ち
、
典
型
的
に
は
会
社
法
に
関

連
す
る
訴
訟
事
件
（
株
主
総
会
決
議
取

消
訴
訟
、
株
主
代
表
訴
訟
、
役
員
の
解

任
等
に
関
す
る
訴
訟
や
、
手
形
・
小
切

手
に
関
す
る
訴
訟
な
ど
）
や
民
事
・
商

事
の
非
訟
そ
の
他
の
事
件
を
取
り
扱
う

部
署
で
す
。

　

さ
ら
に
、
倒
産
部
（
民
事
第
20
部
）

は
、
破
産
、
民
事
再
生
、
会
社
更
生
、

特
別
清
算
な
ど
の
倒
産
手
続
全
般
を
取

り
扱
う
部
署
で
す
。

⑶
　
注
意
点

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
と
言
っ
て
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
訴
訟
や
裁
判
の

す
べ
て
が
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
企
業
対
企
業
の
紛
争
で

あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
、
知
的
財
産
権

が
争
点
で
は
な
い
、
取
引
に
関
す
る
紛

争
（
売
買
・
請
負
な
ど
の
代
金
に
関
す

る
紛
争
、
製
品
の
品
質
不
良
を
理
由
と

す
る
損
害
賠
償
の
紛
争
、
不
動
産
や
人

事
労
務
に
関
す
る
紛
争
な
ど
）
は
、
地

方
裁
判
所
が
第
一
審
と
な
る
の
で
、
い

ま
ま
で
ど
お
り
、
霞
が
関
に
あ
る
東
京

地
方
裁
判
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
審

理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
紛
争

に
つ
い
て
は
、
第
一
審
・
第
二
審
と
も

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト
で
審
理
さ
れ
ま
す

（
第
一
審
は
東
京
地
方
裁
判
所
の
知
的

財
産
権
部
、
第
二
審
は
知
的
財
産
高
等

裁
判
所
）
が
、
商
事
事
件
の
裁
判
に
関

し
て
は
、
た
と
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー

ト
で
判
決
が
下
さ
れ
た
訴
訟
に
つ
い
て

控
訴
さ
れ
た
場
合
に
は
、
控
訴
審
で
あ

る
第
二
審
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ

ー
ト
で
は
な
く
、
東
京
高
等
裁
判
所
で

審
理
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
東
京
高

等
裁
判
所
に
は
商
事
紛
争
を
専
門
的
に

扱
う
部
署
は
な
い
た
め
、
通
常
の
事
件

を
扱
う
部
署
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

知
財
調
停

に
つ
い
て

⑴
　
知
財
調
停
と
は

　

こ
の
項
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ト

の
発
足
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
活
用
が
期

待
さ
れ
る
「
知
的
財
産
権
に
関
す
る
調

停
手
続
（
知
財
調
停
）」
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

　

知
財
調
停
と
は
、
知
的
財
産
権
に
関

す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
一
定
の
期
日
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、

知
的
財
産
権
部
の
裁
判
官
、
お
よ
び
知

図表１　ビジネス・コートの部署

部署名 主に担当する事件

知的財産高等裁判所
知的財産権に関する事件

東京地方裁判所　知的財産権部

東京地方裁判所　商事部 商事（会社法など）に関する事件

東京地方裁判所　倒産部 倒産手続（破産・民事再生など）に
関する事件
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財
事
件
に
つ
い
て
の
経
験
豊
富
な
弁
護

士
・
弁
理
士
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
調

停
委
員
会
が
、
原
則
と
し
て
３
回
の
調

停
期
日
で
争
点
に
関
す
る
一
定
の
見
解

を
示
す
こ
と
で
、
紛
争
の
簡
易
迅
速
な

解
決
を
図
る
手
続
で
す
。

　

な
お
、
知
財
調
停
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
大
阪
地
方
裁
判

所
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
　
知
財
調
停
の
目
的
・
特
徴

　

知
財
調
停
は
、
企
業
間
や
企
業
と
個

人
間
な
ど
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る
紛

争
に
つ
い
て
、
訴
訟
や
仮
処
分
と
い
っ

た
全
面
的
な
紛
争
解
決
手
続
に
な
る
前

の
交
渉
段
階
で
、
中
立
・
公
正
か
つ
専

門
的
な
知
見
の
あ
る
専
門
家
が
間
に
入

る
こ
と
で
、
話
合
い
に
よ
り
早
期
・
簡

易
に
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

裁
判
所
に
よ
る
と
、
知
財
調
停
の
特

徴
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

①　
手
続
の
柔
軟
性

　

知
財
調
停
は
、
解
決
し
た
い
テ
ー
マ

の
範
囲
を
当
事
者
が
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
調
停
手
続
の
な
か
で
解
決
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
調
停
委
員
会
の
助

言
を
得
て
、
調
停
で
は
な
く
再
び
当
事

者
間
だ
け
の
自
主
的
な
交
渉
に
戻
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

②　
手
続
の
迅
速
性

　

知
財
調
停
は
、
調
停
委
員
会
が
、
原

則
と
し
て
第
３
回
調
停
期
日
ま
で
に
は

一
定
の
見
解
を
示
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
均
し
て
も
審
理
に

１
年
以
上
の
時
間
を
要
す
る
訴
訟
と
比

較
し
て
、
迅
速
な
紛
争
解
決
が
可
能
な

手
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③　
専
門
性

　

知
財
調
停
は
、
知
的
財
産
権
部
の
裁

判
官
１
名
と
、
知
財
事
件
の
経
験
が
豊

富
な
弁
護
士
・
弁
理
士
な
ど
２
名
の
計

３
名
で
調
停
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
手

続
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

話
合
い
を
し
た
り
、
見
解
を
得
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

④　
手
続
の
非
公
開
性

　

知
財
調
停
は
、
民
事
訴
訟
と
は
異
な

り
、
手
続
は
す
べ
て
非
公
開
で
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
紛
争
の
存
在
を
第
三
者

に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
紛
争
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
　
対
象
と
さ
れ
る
事
件

　

知
財
調
停
で
取
り
扱
わ
れ
る
事
件

は
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
紛
争
全
般

を
広
く
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
特
許
、
商
標
、
著
作

権
、
意
匠
、
実
用
新
案
、
不
正
競
争
防

止
法
関
連
な
ど
で
す
。

　

事
件
の
具
体
例
で
言
え
ば
、

・�

他
の
会
社
に
自
社
の
商
標
と
似
て
い

る
商
標
を
利
用
さ
れ
た

・�

元
従
業
員
に
会
社
の
営
業
秘
密
を
持

ち
出
さ
れ
、
他
社
に
漏
洩
さ
れ
た

・�

取
引
相
手
と
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に

関
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
に
含
め
る
範

囲
で
揉
め
て
い
る

な
ど
、
非
常
に
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

話
合
い
で
解
決
す
る
手
続
で
あ
る
以

上
、
紛
争
の
内
容
や
争
点
が
過
度
に
複

雑
で
は
な
い
事
案
の
ほ
う
が
、
一
般
的

に
は
知
財
調
停
に
適
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　

し
か
し
、
内
容
や
争
点
が
複
雑
な
事

案
で
あ
っ
て
も
、
知
財
調
停
の
活
用
を

選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

⑷
　
手
続
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト

①　
管
轄
合
意

　

紛
争
の
当
事
者
が
知
財
調
停
を
利
用

す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
調
停

を
東
京
地
方
裁
判
所
（
大
阪
で
の
場
合

に
は
、
大
阪
地
方
裁
判
所
）
で
行
な
う

こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
旨
の
「
管
轄

合
意
書
」
を
締
結
し
、
そ
れ
を
裁
判
所

に
提
出
す
る
こ
と
が
、
原
則
と
し
て
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
調
停
申
立
て
の
時
点
で
管

轄
合
意
書
が
提
出
さ
れ
な
く
て
も
、
裁

判
所
は
、
申
立
て
自
体
は
受
け
付
け
る

運
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
そ
の

場
合
で
も
、
そ
の
後
に
管
轄
合
意
を
す

る
こ
と
は
必
要
で
す
）。

②　
手
数
料

　

調
停
申
立
て
の
手
数
料
は
、
通
常
訴

訟
の
手
数
料
の
半
額
以
下
と
な
っ
て
お

り
、
訴
訟
の
場
合
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で

知
財
調
停
を
利
用
で
き
ま
す
。

③　
手
続
の
流
れ

　

知
財
調
停
の
申
立
て
に
あ
た
っ
て

は
、
申
し
立
て
る
側
（
申
立
人
）
が
、

申
立
て
や
争
点
の
内
容
を
記
載
し
た
調

停
申
立
書
、
証
拠
そ
の
他
の
必
要
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
相
手
方
は
、
第
１
回

調
停
期
日
ま
で
に
、
争
点
に
つ
い
て
反

論
を
記
載
し
た
書
面
と
証
拠
を
提
出
し

ま
す
（
図
表
２
）。

⃝

第
１
回
調
停
期
日

　

申
立
て
の
日
か
ら
約
６
週
間
後
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
調
停
期
日
ま
で

に
、
両
当
事
者
（
申
立
人
お
よ
び
相
手

方
）
は
、
争
点
に
関
す
る
す
べ
て
の
主

張
・
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

第
１
回
調
停
期
日
で
は
、
争
点
の
確

認
、
事
実
関
係
の
把
握
に
加
え
て
、
両

当
事
者
か
ら
話
合
い
に
よ
る
解
決
に
向

け
て
の
意
向
や
要
望
な
ど
が
聴
取
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
期
日
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
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る
か
、
調
停
不
成
立
、
も
し
く
は
調
停

取
下
げ
と
し
、
当
事
者
間
の
み
の
交
渉

に
戻
る
か
、
ま
た
は
訴
訟
を
提
起
す
る

か
の
判
断
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
調
停
は
あ
く
ま
で
話
合
い
の
場
で
す

の
で
、
調
停
の
成
立
を
調
停
委
員
会
か

ら
強
要
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま

で
両
当
事
者
が
同
意
す
る
こ
と
で
、
調

停
は
成
立
し
ま
す
）。

　

な
お
、
調
停
成
立
の
見
込
み
が
あ

り
、
ま
た
両
当
事
者
が
手
続
の
続
行
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
第
４

回
以
降
の
調
停
期

日
が
設
け
ら
れ
、

続
行
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

調
停
が
成
立
し

た
場
合
に
は
、
そ

の
ま
ま
知
財
調
停

は
終
了
と
な
り
ま

す
。
調
停
不
成
立

ま
た
は
調
停
取
下

げ
と
な
っ
た
後

は
、
当
事
者
は
、

調
停
の
目
的
と
な

っ
た
請
求
に
つ
い

て
訴
え
や
仮
処
分

を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

　

東
京
地
方
裁
判

⃝

第
３
回
調
停
期
日

　

第
２
回
期
日
か
ら
３
週
間
～
１
か
月

後
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

調
停
委
員
会
は
、
第
３
回
期
日
ま
で

に
、
両
当
事
者
に
対
し
、
争
点
に
つ
い

て
の
心
証
や
訴
訟
等
に
よ
る
解
決
の
可

能
性
に
関
し
、
見
解
を
口
頭
で
開
示
し

ま
す
。
そ
し
て
、
第
３
回
期
日
で
の
調

停
成
立
を
目
指
し
て
話
合
い
を
行
な
い

ま
す
。

　

両
当
事
者
は
、
調
停
委
員
会
の
心
証

の
開
示
を
受
け
て
、
調
停
を
成
立
さ
せ

会
議
で
出
席
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

⃝

第
２
回
調
停
期
日

　

第
１
回
期
日
か
ら
３
週
間
～
１
か
月

後
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
２
回
期
日
で
は
、
当
事
者
か
ら
の

補
足
的
な
主
張
書
面
や
証
拠
が
提
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
議

論
が
行
な
わ
れ
、
第
１
回
期
日
に
引
き

続
き
、
合
意
の
形
成
に
向
け
た
意
向
の

聴
取
や
調
停
案
の
検
討
な
ど
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

所
知
的
財
産
権
部
で
は
、
２
０
１
９
年

10
月
１
日
か
ら
知
財
調
停
の
取
扱
い
を

開
始
し
て
お
り
、
裁
判
所
に
よ
る
と
、

同
日
か
ら
２
０
２
１
年
７
月
31
日
ま
で

の
１
年
10
か
月
間
に
お
い
て
、
知
財
調

停
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
件
数
は
19
件

と
の
こ
と
で
す
。

　

知
財
調
停
の
手
続
は
、
訴
訟
、
保
全

手
続
に
加
え
た
第
三
の
紛
争
解
決
手
続

で
あ
り
、
実
績
件
数
は
ま
だ
多
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
認
知
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
知
財
調
停
に
は
訴

訟
と
は
異
な
る
様
々
な
利
点
が
あ
り
、

紛
争
に
つ
い
て
柔
軟
性
、
迅
速
性
、
低

コ
ス
ト
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
活
用
す
る

こ
と
は
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
知
財
に
関

す
る
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
、
今
後
は

知
財
調
停
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。　
　
　

か
わ
い
　
の
ぶ
ゆ
き　

１
９
９
８
年
弁
護
士
登
録
、
２
０
０
４
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
登
録
。
会
社
法
（
株
主
総
会
対

応
、役
員
責
任
等
）、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、訴
訟
等
の
紛
争
解
決
、国
際
取
引
等
の
企
業
法
務
全
般
を
取
り
扱
う
。
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※調停期日は第４回以降も続行する場合がある。

図表２　知財調停の流れ（典型例）

訴訟・仮処分当事者間の
交渉

調停成立

管轄の合意

知財調停の申立て（申立人に
よる申立書、証拠等の提出）

相手方による反論書面、
証拠の提出

第１回調停期日

第2回調停期日
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